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 土木研究所では、下記のとおり令和6年度土木研究所講演会を開催します。 
本講演会は、当所における調査研究成果や最近の土木技術に関する話題・動向について、講演、報告

を行うものです。今年度は、令和6年1月に発生した能登半島地震における土木研究所の現場での取り組
み、貢献及び今後の課題等を踏まえ「災害に立ち向かう土研の技術力～これからの国土づくりに向けた
土研の貢献～」を講演会のテーマに設定しました。加えて、特別講演として防衛大学校 防衛学教育学群 
統率・戦史教育室長  教授 /1等陸佐  川口  貴浩  氏から「自然災害からいのちを守る  ～自衛隊による災害
派遣の概要と今後の課題～」、公益社団法人土木学会  会長 佐々木  葉  氏から「災害を通して考える土木
の仕事（録画配信）」と題してご講演いただきます。また、土木研究所を牽引する研究者からの講演及び
パネルディスカッションを開催します。 

多くの皆様のご参加をお待ちしております。 
記 

1．主 催：国立研究開発法人土木研究所 
2．後 援：国土交通省/ 公益社団法人土木学会/ 一般社団法人建設コンサルタンツ協会/ 

一般社団法人全国建設業協会/ 一般社団法人日本建設業連合会/ 
一般財団法人土木研究センター 

3．日  時：令和6年10月22日（火）10：00～17：00 
4．場  所：一橋講堂（東京都千代田区一ツ橋2-1-2） 
5．参 加 費：無料 

・・本本講講演演会会へへのの参参加加はは、、原原則則、、事事前前申申込込みみををさされれたた方方ののみみととささせせてていいたただだききまますす。。  
・・YYoouuttuubbeeにによよるるラライイブブ配配信信をを実実施施ししまますす。。詳詳細細はは、、土土木木研研究究所所ホホーームムペペーージジををごご確確認認くくだだささいい。。  

6．プログラム：（注：プログラムの詳細は、土木研究所ホームページをご確認ください。） 
10:00～10:15 開開会会挨挨拶拶   
 理事長 藤田 光一 

（10:15～10:20 準備） 
◆特特別別講講演演 
10:20～10:50  「「自自然然災災害害かかららいいののちちをを守守るる  ～～自自衛衛隊隊にによよるる災災害害派派遣遣のの概概要要とと今今後後のの課課題題～～」」  
 防衛大学校 防衛学教育学群 統率・戦史教育室長 教授/1等陸佐  川口 貴浩 
◆◆講講演演  
10:50～11:20  「「道道路路土土工工構構造造物物のの被被害害とと技技術術支支援援」」  
  地質・地盤研究グループ 上席研究員 佐々木 哲也 
11:20～11:50  「「道道路路トトンンネネルルのの覆覆工工崩崩落落ととそそのの対対応応」」  
  道路技術研究グループ 上席研究員 日下  敦 

（11:50～13:00 昼休み） 
◆◆講講演演  
13:00～13:30  「「道道路路橋橋のの被被災災おおよよびび現現地地調調査査かからら見見ええててききたた課課題題」」  
  橋梁構造研究グループ 上席研究員 大住 道生 
13:30～14:00  「「地地すすべべりり災災害害対対策策へへのの技技術術支支援援とと今今後後のの課課題題」」  
  土砂管理研究グループ 上席研究員  杉本 宏之 
14:00～14:30  「「農農業業水水利利施施設設ににおおけけるる地地震震被被害害のの特特徴徴とと対対策策」」  
  寒地農業基盤研究グループ 上席研究員 大久保 天 

（14:30～14:40 休憩） 
◆◆特特別別講講演演（（録録画画配配信信））  
14:40～15:20    「「災災害害をを通通ししてて考考ええるる土土木木のの仕仕事事」」  
  公益社団法人土木学会 会長 佐々木 葉 
 

令和６年度土木研究所講演会の開催   

災害に立ち向かう土研の技術力 
～これからの国土づくりに向けた土研の貢献～ 
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 一一般般財財団団法法人人  土土木木研研究究セセンンタターー    
★★イインンタターーネネッットト  ホホーームムペペーージジ  

https://www.pwrc.or.jp 
 

 

 
当センターまたは月刊「土木技術資料」に関するご意見・ご要望等は、下記メールアドレスにお送りください。 

mail(a)pwrc.or.jp（※メールを送信する場合は(a)を@と変更して下さい。） 
 

 

刊行物の紹介 
 

  
本マニュアルは、平成24年3月に土木研究センターから発刊し、平成29年10月に［改訂版］として出版

したものについて、新たに耐候性の評価方法および、その他の基準についても見直しを行ったものであ

る。本工法はすでに普及している実情を踏まえ、建設工事等における安全性を確保するため、現在迄に

得られた試験結果に基づいて総合的な観点から第2回改訂版としてとりまとめを行い、出版することにした。 
 
発  行 ： 2023年5月 
体  裁 ： Ａ4判 125頁  
価  格 ： 1,800円（税、送料別） 
目  次 ：  まえがき 

第1章 総 説  
第2章 「耐候性大型土のう積層工法」の性能 
第3章 計画・調査  
第4章 設 計  
第5章 施 工   

付 属 資 料 
資料－1 設計計算例 
資料－2 標準断面図集 
資料－3 施工事例 
資料－4「耐候性大型土のう」の性能評価試験  
資料－5 流体力に対する限界流速の照査 
資料－6 積算資料 

 
 
 

「耐候性大型土のう積層工法」設計・施工マニュアル［第2回改訂版］ 

◆お知らせのページ 国立研究開発法人土木研究所━━━━━━━━━━━━━━━◆ 
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（15:20～15:25 準備） 
◆◆パパネネルルデディィススカカッッシショョンン  
15:25～16:55  「「①①  能能登登半半島島地地震震災災害害をを経経てて短短期期的的にに取取組組むむべべきき課課題題」」  
  「「②②  将将来来ののイインンフフララにに向向けけてて取取組組むむこことと」」  
  座      長： 理事 久保 和幸 
 パネリスト： 地質・地盤研究グループ グループ長 宮武 裕昭 

 パネリスト： 流域水環境研究グループ グループ長 中村 圭吾 
パネリスト： 土砂管理研究グループ グループ長 水野 正樹  

 パネリスト： 道路技術研究グループ グループ長 藪   雅行 
        パネリスト： 橋梁構造研究グループ グループ長 石田 雅博 
 パネリスト： 寒地農業基盤研究グループ グループ長 佐々木 悟 
 パネリスト： 特別研究監 石田   樹 
16:55～17:00 閉閉会会挨挨拶拶 
  理事・寒地土木研究所長 井上 勝伸 

（敬称略） 
7. お 申 込 み： 

 下記のウェブページ（「令和6年度土木研究所講演会」と検索）において、事事前前申申込込みみを予定してい
ます。（現在、ページ作成中です。） 

こちらからもアクセスできます。 
 

https://www.pwri.go.jp/jpn/about/pr/event/2024/1022/index.html  
※ ご提供いただいた個人情報は、適正に管理させていただくとともに、国立研究開発法人土木研

究所が主催する講演会等のご案内以外の目的には使用しません。 
8. お問合せ先：国立研究開発法人土木研究所 企画部研究企画課 

住 所：〒305-8516 茨城県つくば市南原1番地6 
T E L：029-879-6751 
E-mail：kikaku@pwri.go.jp 

9. CPDプログラム：本講演会は、土木学会のCPDプログラム認定済みです。 
  ※CPDにかかる受講証明書は、1日参加の方にのみ後日送付します。 

○会場参加の方 
 引換券は当日の受付時に配布致します。講演会終了後に受付に設置した引換券回収箱にご提出く
ださい。講演会終了前にご提出いただいた場合は発行できません。 

○オンライン参加の方 
 YouTubeによるライブ配信の視聴にて参加された方に、受講後のアンケート（講演後、アンケート
フォームURLを送付します）において、受講して得られた所見（学びや気付き）を、100字以上で記
載してご提出いただくことが、CPDに係る受講証明書のための条件となります。 

 
会 場：一橋講堂 
住 所：〒101-8439 東京都千代田区一ツ橋 2-1-2 
地図URL：https://www.hit-u.ac.jp/hall/accessjp.html 

  【【 地地 図図 】】                                                      

 

 

 

  

 

【【 下下 車車 駅駅 】】 

・東京メトロ半蔵門線、都営三田線、都営新宿線 

神保町駅（A8・A9 出口）徒歩4分 
・東京メトロ東西線 竹橋駅（1b 出口）徒歩4分 
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